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こうほうこうほう

「福祉灯油事業」１２月１日～申請受付開始福祉

１１月３０日は「町長選挙・議会議員補欠選挙」の投票日選挙

富良野地域の救急医療体制を守ろう医療

功績をたたえて「表彰式」表彰

上富良野高校の存続に向けて地域

千望峠から１８�をのんびり散策「町民歩こう会」学習

題名『薄化粧』　～　西田　敏雄さん（桜町３丁目）の作品
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『
福
祉
灯
油
事
業
』
を
実
施
し
ま
す

原
油
価
格
の
高
騰
を
背
景
に
、
暖
房
用
燃
料
を
は
じ
め
、
物
価
が
広
い
範
囲
で
上
昇
し
て
い
ま
す

そ
の
た
め
、
低
所
得
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
等
を
対
象
に

冬
の
暖
房
用
燃
料
等
を
購
入
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す

な
お
、
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す

　

次
の�
〜�
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す

る
方
ま
た
は�
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
設
入
所
者
・
長
期
入
院
者
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

�
平
成　

年　

月
１
日
現
在
、
上
富
良
野
町

２０

１２

　

民
で
あ
る
方

�
世
帯
全
員
が
平
成　

年
度
の
町
民
税
が
非

２０

　

課
税
の
世
帯
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
さ

　

れ
て
い
る
世
帯

�
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等
に
関
す
る

　

条
例
に
基
づ
き
、
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

　

方

�
平
成　

年
の
合
計
収
入
額
が
次
の
額
以
内

１９

　

の
方

※
収
入
に
は
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
軍

　

人
恩
給
・
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

　

養
手
当
等
、
課
税
対
象
外
の
す
べ
て
の
収

　

一
世
帯
に
つ
き
、
次
の
金
額
分
の
商
品
券

（
地
元
商
工
会
）を
支
給
し
ま
す
。

�
町
民
税
非
課
税
世
帯　

１
万
５
千
円
分

�
町
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円
分

�
生
活
保
護
世
帯　
　
　

８
千
円
分

※
商
品
券
に
は
、
利
用
期
限
が
あ
り
ま
す
。　

　

平
成　

年　

月
１
日（
月
）か
ら

２０

１２

　

平
成　

年
１
月　

日（
火
）ま
で

２１

２０

　

申
請
書
は
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

み
ん
内
の
保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班
に
あ
り

ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
申
請
に
は
印
鑑
・
収
入
金
額
の
わ

か
る
書
類（
年
金
振
込
み
通
知
書
な
ど
）が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
本
人
申
請
が
困
難
な
場
合
は
、
代

理
人
に
よ
る
申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
内

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
�
�
６
９
８
７

　

入
を
含
め
ま
す
。

高
齢
者
世
帯（　

歳
以
上
）

６５

　
�
１
人
世
帯　
　

万
円

１１０

　
�
２
人
世
帯　
　

万
円

１６５

ひ
と
り
親
世
帯
…
ひ
と
り
親
が
児
童
を
養
育

　

し
て
い
る
世
帯

　
�
２
人
世
帯　
　

万
円

２１１

　
�
３
人
以
上
世
帯　
　

万
円

２８９

障
が
い
者
世
帯
…
身
体
障
害
者
手
帳（
１
〜

　

３
級
）、
療
育
手
帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳

　

の
交
付
を
受
け
た
方
が
含
ま
れ
る
世
帯

　
�
１
人
世
帯　
　

万
円

１５７

　
�
２
人
世
帯　
　

万
円

２００

　
�
３
人
以
上
世
帯　
　

万
円

２６０

※
住
民
基
本
台
帳
上
は
別
世
帯
で
も
、
同
一

　

世
帯
を
営
む
と
認
め
ら
れ
る
方
は
、
同
一

　

世
帯
と
み
な
し
ま
す
。

�
生
活
保
護
世
帯

対
象
に
な
る
方

助
成
額

受
付
期
間

申
請
手
続
き
方
法

申
請
先
・
問
合
せ
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投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
へ
、　

月　

日
頃
、
世
帯
分

１１

２６

を
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
の
で
、
漏
れ
が
な

い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
、
投
票
所
の
受

付
で
本
人
と
確
認
で
き
れ
ば
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
受
付
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

上富良野町長選挙
上富良野町議会議員補欠選挙

忘れずに投票しましょう

�０７１－０５９６
上富良野町大町２丁目２番１１号
上富良野町選挙管理委員会　��６４００　��５３６２
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp/

１１１１月月３０３０日日（日）（日）はは投票日投票日

投
票
時
間

　

投
票
所�
〜�
　

７
時
〜　

時
２０

　

投
票
所�
〜�
　

７
時
〜　

時
１８

投
票
所　

�
上
富
良
野
小
学
校

　

大
町
１
〜
４
丁
目
、
南
町
１
〜
３
丁
目

　

宮
町
、
本
町
、
日
の
出
第
１

�
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　

緑
町
、
桜
町
、
東
町
、
新
町
、
旭
町

　

旭
野

�
上
富
良
野
町
公
民
館

　

大
町
５
丁
目
、
富
町
、
錦
町
、
中
町

　

西
町
、
光
町
、
島
津

�
上
富
良
野
西
小
学
校

　

栄
町
、
泉
町
、
扇
町
、
北
町
、
日
新

　

清
富
、
日
の
出
第
２

�
公
民
館
富
原
分
館

　

南
町
４
丁
目
、
丘
町
、
向
町
、
富
原

�
公
民
館
東
中
分
館　

東
中

�
公
民
館
草
分
分
館　

草
分

�
公
民
館
江
花
分
館　

江
花

�
公
民
館
江
幌
分
館　

江
幌
、
静
修

�
公
民
館
里
仁
分
館　

里
仁

　

当
日
の
投
票
や
期
日
前
投
票
が
で
き
な
い

方
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

�
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投

　

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
病
院
な
ど
へ
入
院
、
入
所
し
て
い
る
方
は
、

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

　

施
設
で
あ
れ
ば
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

　

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
や
要
介

　

護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
請

　

に
よ
り
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

　

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
添
え
て
、　
１１

　

月　

日（
水
）ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

２６

※
い
ず
れ
も
手
続
き
は
郵
送
で
行
う
た
め
、２

　

〜
３
日
を
要
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
済

　

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

期
日
前
投
票

当
日
の
投
票
時
間
等

選
挙
公
報
等

　

選
挙
公
報
は
、
候
補
者
の
氏
名
・
経
歴
・

政
見
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、　

月　

日

１１

２９

ま
で
に
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
は
、
町
内　

か
所
に
設
置
し
ま
す
。

３３

�
告
示
日　
　

月　

日（
火
）

１１

２５

�
投
票
日　
　

月　

日（
日
）

１１

３０

選挙事務

選挙管理委員会

平成２０年１１月３０日

上富良野町長選挙
上富良野町議会議員補欠選挙

  投票所入場券

区内特別
後納郵便

様
上富良野町○○○○

    ○  ○  ○  ○

第○○投票所

○○時から
○○時まで

不
在
者
投
票

�
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

�
昭
和　

年　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

６３

１２

�
８
月　

日
以
前
に
転
入
届
を
し
て
、
引
き

２４

　

続
き
住
所
を
有
す
る
方

※　

月　

日
ま
で
に
転
出
さ
れ
る
方
は
、投

１１

２９

　

票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
で
き
る
方

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
・
レ
ジ
ャ
ー
・
け
が

な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
等

を
記
入
し
て
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

�
期
間　
　

月　

日（
水
）〜　

日（
土
）

１１

２６

２９

�
時
間　

８
時　

分
〜　

時

３０

２０

�
場
所　

役
場
１
階
「
相
談
室
」

※
満　

歳
前
に
投
票
す
る
場
合
は
、
不
在
者

２０

　

投
票
に
な
り
ま
す
。

投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

月　

日
現
在
の
住
所
地
の
投

１１

１８

票
所
で
投
票
し
ま
す
。

�

�

�
�
�

平成２０年度明るい選挙啓発標語　最優秀賞

「一票が　明るい町の　鍵になる」
本城慶弥さん作
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上富良野高校の存続に向けて上富良野高校の存続に向けて
上富良野高校は、昭和２３年１０月に北海道立富良野高

等学校上富良野分校として開校し、今年、開校６０周年

を迎えた歴史のある学校です。

町内にある唯一の高校として、上富良野高校の存在

は大きいものがあり、地域に根ざした高校として、こ

れからも存続していかなければならないと考えます。

　

北
海
道
教
育
委
員
会
が
示
す
公
立
高
等
学

校
の
配
置
計
画（
以
下
「
配
置
計
画
」
と
い

う
。）は
、
平
成　

年
８
月
に
策
定
し
た「
新
た

１８

な
高
校
教
育
に
関
す
る
指
針
」に
基
づ
き
、
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
卒
業
者
数
の
増
減
に
適
切
に
対
応

し
、
教
育
水
準
の
維
持
向
上
な
ど
を
図
る
観

点
か
ら
、
地
域
の
実
情
等
を
考
慮
し
な
が
ら

定
員
の
調
整
や
学
校
の
再
編
整
備
等
を
行
う

と
と
も
に
、
生
徒
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
校
の
導

入
や
総
合
学
科
の
設
置
等
、
新
し
い
高
校
づ

く
り
を
推
進
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

配
置
計
画
は
、
翌
年
度
か
ら
３
か
年
間
の

具
体
的
な
配
置
計
画
と
そ
の
後
の
４
年
間
の

見
通
し
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
地
域
別
懇
談
会
や
意
見
交
換

会
を
経
て
、
９
月
に
平
成　

年
度
か
ら
平
成

２１

　

年
度
の
配
置
計
画
が
具
体
的
に
示
さ
れ
ま

２３し
た
。（
表
１
）

　

上
川
南
学
区
で
は
、
昨
年
度
の
配
置
計
画

に
よ
り
、
平
成　

年
度
に
旭
川
北
都
商
業
高

２０

校
が
５
学
級
か
ら
３
学
級
へ
学
級
数
を
減
ら

し
、
平
成　

年
度
に
は
旭
川
南
高
校
と
再
編

２１

統
合
し
て
、
旭
川
南
高
校
を
母
体
と
し
た
６

学
級
の
総
合
学
科
の
新
設
校
が
誕
生
し
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
は
愛
別
高
校
が
募

２１

集
停
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
上
川
南
学
区
で
は
配
置

２２

計
画
に
該
当
校
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成　

年
度
は
、
旭
川
東
栄
高
校
と
富
良

２３

野
高
校
の
２
校
が
５
学
級
か
ら
１
学
級
減
の

４
学
級
に
な
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
の
４
年

２４

２７

間
の
見
通
し
と
し
て
、
１
学
級
相
当
の
削
減

調
整
の
検
討
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
旭
川
市

内
に
お
け
る
再
編
と
周
辺
町
村
の
配
置
も
検

討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
公
立
高
等
学
校
の

配
置
計
画

　

上
富
良
野
高
校
は
、
平
成　

年
度
に
情
報

１７

処
理
室
や
体
育
館
な
ど
、
最
新
の
設
備
を
備

え
た
新
校
舎
が
完
成
し
、
快
適
な
教
育
環
境

の
中
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
内
で
も
数
少
な
い
海
外
見
学
旅

行（
韓
国
）の
実
施
な
ど
、
魅
力
あ
る
学
校
行

事
や
部
活
動
に
よ
り
、
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
北
海
道
教
育
委
員
会
が
策
定
し

た
公
立
高
等
学
校
の
配
置
計
画
に
よ
り
、
上

富
良
野
高
校
の
存
続
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
存
続
に
向
け
て
今
後
は
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
対
し
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

上
富
良
野
高
校
の
現
状

　

平
成　

年
度
の
入
学
者
数
は
、
定
員　

名

１９

８０

（
特
例
２
間
口
）の
募
集
に
対
し
、
入
学
者
が

　

名
だ
っ
た
た
め
、
最
終
的
に
定
員　

名
の

２７

４０

１
学
年
１
学
級
と
な
り
、
１
学
級
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
入
学
者
数
は
、
定
員　

名

２０

４０

の
募
集
に
対
し　

名（
う
ち
町
内
の
中
学
校

２６

卒
業
者　

名
）で
、
２
年
生　

名
、
３
年
生　

１３

２５

２８

名
で
全
校
生
徒　

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７９

　

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
第
１
学
年
が

２
学
級
以
下
の
高
校
は
、
欠
員
の
状
況
や
地

平成１９年度宿泊研修平成１９年度宿泊研修（登山）（登山）

平
成　

〜　

年
度
の
配
置
計
画

２１

２３

２

基
本
的
な
考
え
方

１

募集学級数
学科課程学校名配置配置計画実施

年度 増減数実施後実施前

▲５０５普通全旭川南道

再編統合
Ｈ２１

▲３０３商業全旭川北都商業市

６６０総合全新設校道

▲１０１普通全愛別道募集停止

現在の配置計画では上川南学区の該当校なしＨ２２

▲１４５普通全旭川東栄道学級減
Ｈ２３

▲１４５普通全富良野道学級減
�４年間で、０～１学級相当の調整が必要
�旭川市内において再編を検討するとともに、周辺町村において
　も検討が必要

Ｈ２４～
Ｈ２７

表１　「平成２１～２３年度 上川南学区の配置計画」
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問
合
せ

　

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班

　
�
�
６
６
９
９

　

上
富
良
野
高
校

　
�
�
４
４
４
７

　

上
富
良
野
高
校
は
『
た
く
ま
し
く
』
『
し

な
や
か
に
』
を
校
訓
と
し
、
将
来
展
望
に

立
っ
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
夢
を
か
な
え
る
た
め

個
々
の
進
路
希
望
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

指
導
を
行
っ
て
お
り
、
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
卒
業
者
で
み
る
と
、
表
２

１９

の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
に
応
じ
た
進
路

実
現
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
の
職
業
観
や
勤
労
観
を
育
成

す
る
た
め
、
町
内
企
業
の
協
力
を
得
て
、
２

年
次
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
職
業
体
験
）を

行
い
、
進
路
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
科
の
高
校
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
検
定
に
取
り
組
め
ま
す
。
授
業
の
ほ
か

放
課
後
に
も
講
習
を
行
い
、
受
検
者
が
一
人

で
も
多
く
合
格
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

運
動
系
・
文
化
系
と
も
に
学
年
を
越
え
て

共
通
す
る
分
野
に
集
い
、
多
く
の
生
徒
が

日
々
、
部
活
動
・
同
好
会
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
美
術
部
、
書
道
部
が
高

２０

文
連
の
全
道
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
良
さ
を
理
解
す
る
た
め
の
特
色
あ

る
教
育
活
動
と
し
て
「
土
の
館
」
で
の
研
修
、

「
フ
ァ
ー
ム
富
田
」「
富
良
野
自
然
塾
」
で
の

体
験
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
富
良
野
高
校
の
教
諭
や
地
域
住

民
が
講
師
と
な
り
「
学
校
開
放
講
座
」
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
平
成　

年
度
講
座
】

２０

★
茶
華
道
教
室
「
暮
ら
し
の
中
の
お
茶
」

★
書
道
教
室
「
自
由
な
書
体
で
書
道
に
親
し

　

む
」

【
平
成　

年
度
実
績
】

１９

　
　

３
講
座
に
延
べ　

名
が
参
加

２６３

特
色
あ
る
取
り
組
み

さ
ま
ざ
ま
な
支
援

　

町
で
は
、
上
富
良
野
高
校
に
対
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
一
人
当
た
り
２
万
円
の
入
学
準
備
金
支
給

　
（
制
服
・
ジ
ャ
ー
ジ
等
購
入
経
費
）

�
各
資
格
取
得
経
費
助
成

�
学
校
活
動
環
境
整
備
補
助

�
学
校
開
放
講
座
等
に
対
す
る
補
助

�
通
学
時
の
町
営
バ
ス
利
用
料
の
免
除
措
置

　

ま
た
、
上
富
良
野
高
校
の
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に

平
成　

年
度
に
発
足
し
た
『
上
富
良
野
高
校

１７

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
』
も
学
校
行
事
の
支

援
や
進
路
模
擬
面
接
の
協
力
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
校
の
教
育
活
動
に
協
力
し
、
子
ど
も

た
ち
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
高
校
を
選
択
す
る

と
き
、
地
元
の
高
校
を
選
択
肢
と
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
高
校
と
し
て
、

上
富
良
野
高
校
を
存
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

行
政
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
地
域
に
根

ざ
し
た
上
富
良
野
高
校
の
存
続
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
よ
う
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

表２　「平成１９年度卒業者の進路状況」

合計家事
その他

就　職進　学

計道外道内管内計専門短大大学

４７１０２６０６２０１１９１１

　主な就職先・種別
　�陸上自衛隊
　�製造業
　�サービス業

主な進学先
�北海学園大学
�帯広大谷短期大学
�旭川高等技術専門学院
�旭川福祉専門学校ほか

元
か
ら
の
進
学
率
、
生
徒
の
進
路
動
向
や
今

後
の
中
学
校
卒
業
者
の
状
況
、
入
学
者
選
抜

の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
の
う
え
、
再

編
整
備
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
存
続

に
は
安
定
的
な
生
徒
数
の
確
保
が
課
題
で
す
。

充
実
し
た
「
進
路
指
導
」

１

部
活
動
に
よ
り
高
校
生
活
も
充
実

３

インターンシップ（職業体験）
【陸上自衛隊上富良野駐屯地】

資
格
取
得
に
挑
戦
で
き
ま
す

２

�
 
部
活
動
・
同
好
会
一
覧 �

�
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

�
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

�
吹
奏
楽
部　
　
　�
書
道
部

�
茶
華
道
部　
　
　�
野
球
同
好
会

�
卓
球
同
好
会　
　�
美
術
同
好
会

こ
れ
ま
で
資
格
取
得
し
た
主
な
検
定

　
�
日
本
実
用
英
語
技
能
検
定

　
�
硬
筆
書
写
検
定

　
�
日
本
漢
字
能
力
検
定

　
�
情
報
処
理
検
定

　
�
パ
ソ
コ
ン
入
力
ス
ピ
ー
ド
認
定
試
験

　
�
簿
記
検
定

　
�
危
険
物
取
得
者
乙
種
第
４
種

　
�
食
物
調
理
技
術
検
定

地
域
と
密
着
し
た
取
り
組
み

４



 　
 
輪 　

俊 
夫

は
な
わ

     

　

さ
ん

と
し
お

　
　
　

錦
町
２
丁
目（　

歳
）

６７

 
笹 
木 　

光 　

さ
さ
き

     

　

さ
ん

み
つ
ひ
ろ

　
　
　

西
２
線
北　

号（　

歳
）

２８

７０
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善
行
表
彰

町
の
発
展
や
地
方
自
治
の
振
興
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町
に
貢

献
さ
れ
た
方
を
た
た
え
、　

月
３

１１

日（
月
）文
化
の
日
に
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

３名
１団体

（
順
不
同
）

社
会
貢
献
賞

功
績
を
た
た
え
て

表
彰

谷 
本

     

　

た
に
も
と

 
博 
昭 　

さ
ん

ひ
ろ
あ
き

　
　
　

東
９
線
北　

号（　

歳
）

１６

６０

　

町
内
で
の
行
方
不
明
者
捜
索
の

際
に
行
方
不
明
者
を
発
見
し
、
速
や

か
に
消
防
へ
通
報
す
る
な
ど
人
命

救
助
に
協
力
し
ま
し
た
。

栄
町
住
民
会
女
性
部 
様

　

永
年
に
わ
た
り
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ

イ
ツ
へ
の
清
拭
布
縫
い
や
町
立
病

院
へ
古
布
を
届
け
る
な
ど
福
祉
活

動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

 
久 
保 　

儀 
之

く
ぼ

     

　

さ
ん

よ
し
ゆ
き

　
　
　

錦
町
２
丁
目（　

歳
）

７１

　

上
富
良
野
町
教
育
委
員
会
委
員
と

し
て
、
永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。　

 
鈴 
木 　
　
 
努

す
ず
き

   
　

さ
ん

つ
と
む

　
　
　

栄
町
３
丁
目（　

歳
）

７４

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
周
辺
道
路

の
ご
み
を
拾
う
な
ど
、
町
内
の
美
化

に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

 
蓑 
田 　

光 
眞

み
の
だ

     

　

さ
ん

み
つ
ま

　
　
　

新
町
５
丁
目（　

歳
）

７６

　

永
年
に
わ
た
り
有
害
鳥
獣
駆
除

活
動
等
に
従
事
し
、
農
作
物
の
被
害

を
軽
減
し
、
農
業
の
振
興
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

５名

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
住
民
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
連
盟
会
長
と
し
て
、
永
年
に

わ
た
り
文
化
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

木 
村

     

　
    
了

き
む
ら

   
　

さ
ん

り
ょ
う

　
　
　

南
町
３
丁
目（　

歳
）

７７

 
海
老
名  
與
三
郎

え
び
な

     

　

さ
ん

よ
さ
ぶ
ろ
う

　
　
　

西　

線
北　

号（　

歳
）

１４

３１

７０

　

住
民
会
長
、
農
業
委
員
会
委
員
及

び
農
業
振
興
審
議
会
委
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
住
民
自
治
・
農
業
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。　



勤
続
表
彰

国
民
健
康
保
険

優
良
家
庭
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竹 
内 　

和 
彦

た
け
う
ち

     

　

さ
ん

か
ず
ひ
こ

　
　
　

松
井
牧
場（　

歳
）

５６

　

農
業
委
員
会
委
員
９
年

 
守 
田 　

昭 
子

ま
も
り
た

     

　

さ
ん

あ
き
こ

　
　
　

中
町
２
丁
目（　

歳
）

６６

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員　

年
１２

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員　

年
１２

 
岩 
井 　

史 
雄

い
わ
い

     

　

さ
ん

ふ
み
お

　
　
　

宮
町
２
丁
目（　

歳
）

７５

　

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員　

年
１４

 
原 
田 　
    

は
ら
だ

 
清 　

さ
ん

き
よ
し

　
　
　

松
井
牧
場（　

歳
）

７５

　

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員　

年
１１

 
森 
本 　

米 
一

も
り
も
と

     

　

さ
ん

よ
ね
い
ち

　
　
　

西
４
線
北　

号（　

歳
）

２４

６４

　

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
９
年

 
森 
本 　

清 
一

も
り
も
と

     

　

さ
ん

せ
い
い
ち

　
　
　

東
９
線
北　

号（　

歳
）

１８

５７

　

農
業
委
員
会
委
員
９
年

 
三 
枝 　

敏 
九

み
つ
え
だ

     

　

さ
ん

と
し
ひ
さ

　
　
　

白
老
町（　

歳
）

３３

　

体
育
指
導
委
員　

年
１１

 
野 
原 　

与 
治

の
は
ら

     

　

さ
ん

よ
う
じ

　
　
　

基
線
北　

号（　

歳
）

２２

５０

　

体
育
指
導
委
員　

年
１０

 
佐
々
木  
麗 
子

さ
さ
き

     

　

さ
ん

れ
い
こ

　
　
　

丘
町
１
丁
目（　

歳
）

５０

　

体
育
指
導
委
員
６
年

菅 　
     

 
小
百
合

す
が
わ
ら     

　

さ
ん

さ
ゆ
り

　
　
　

西　

線
北　

号（　

歳
）

１１

３２

４４

　

体
育
指
導
委
員
８
年

 
上 
村 　

う
え
む
ら

 
泰 
治 　

さ
ん

や
す
は
る

　
　
　

無
受
診
年
数
３
年

 
田 
中 　
　
 
實

た
な
か

   
　

さ
ん

み
の
る

　
　
　

無
受
診
年
数
３
年

　

単
身
世
帯
以
外
で
２
年
以
上
、
単

身
世
帯
で
５
年
以
上
、
医
療
機
関
の

診
療
を
受
け
ず
に
健
康
を
保
持
さ
れ

て
い
る
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

 
向 
山 　

富 
夫

む
か
い
や
ま

     

　

さ
ん

と
み
お

　
　
　

東
３
線
北　

号（　

歳
）

２１

６０

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
９
年

 
松 
本 　

紘 
子

ま
つ
も
と

     

　

さ
ん

ひ
ろ
こ

　
　
　

宮
町
２
丁
目（　

歳
）

６６

　

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
８
年

 
早 
田 　

惠 
一

は
や
た

     

　

さ
ん

け
い
い
ち

　
　
　

西
６
線
北　

号（　

歳
）

２７

６３

　

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
９
年

佐 
藤

     

　

耕 
一

さ
と
う

     

　

さ
ん

こ
う
い
ち

　
　
　

西
６
線
北　

号（　

歳
）

３１

６９

　

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
８
年

伊 
藤

     

　

貞 
夫

い
と
う

     

　

さ
ん

さ
だ
お

　
　
　

西
８
線
北　

号（　

歳
）

３３

７０

　

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
６
年

 
渡 
辺 　

一 
子

わ
た
な
べ

     

　

さ
ん

か
ず
こ

　
　
　

宮
町
３
丁
目（　

歳
）

６７

　

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
６
年

 
平 
吹 　

俊 
一

ひ
ら
ぶ
き

     

　

さ
ん

と
し
か
ず

　
　
　

西
４
線
北　

号（　

歳
）

２９

５７

　

農
業
委
員
会
委
員
９
年

２名

１８名

 
� 
木 　
　
 

た
か
ぎ

 
誠 　

さ
ん

ま
こ
と

　
　
　

泉
町
２
丁
目（　

歳
）

６８



文
化
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

上
富
良
野
小
学
校

  
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド  
様

　

第　

回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

５３

ル
小
学
校
の
部
で
銀
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

上
富
良
野
中
学
校

　
　
　

吹
奏
楽
部   
様

　

第
８
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会

中
学
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

 
國 
本 　
 
主 
税 　

さ
ん

く
に
も
と 

ち
か
ら

　
　
　

新
町
５
丁
目（　

歳
）

１５

　

第
２
回
少
林
寺
拳
法
全
国
中
学
生

大
会
単
独
演
武
で
本
選
６
位
に
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

 
磯 
崎  
菜
実
江

い
そ
ざ
き     

　

さ
ん

な
み
え

　
　
　

東
６
線
北　

号（　

歳
）

１９

１１

　

第
６
回
子
ど
も
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

 
多 
湖 　

竣 
平

     

　

さ
ん

た
ご 

し
ゅ
ん
ぺ
い

　
　
　

旭
町
１
丁
目（　

歳
）

１１

　

第　

回
少
林
寺
拳
法
全
道
大
会
規

２９

定
単
独
組
演
武
小
学
生
有
段
の
部
で

優
良
賞
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 
鈴 
木 　
 
美 
結 　

さ
ん

す
ず
き 

み
ゆ

　
　
　

旭
町
３
丁
目（　

歳
）

１４

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技

３９

大
会
女
子
４
種
競
技
で
６
位
に
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

 
田 
澤  
め
ぐ
み　

さ
ん

た
ざ
わ

　
　
　

富
町
２
丁
目（　

歳
）

１５

　

第　

回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競

１０

技
選
手
権
大
会
Ａ
Ｂ
共
通
ジ
ャ
べ

リ
ッ
ク
ス
ロ
ー（
ジ
ュ
ニ
ア
や
り
投

げ
）で
２
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 
吉 
岡   
健
太
郎 　

さ
ん

よ
し
お
か 

け
ん
た
ろ
う

　
　
　

宮
町
３
丁
目（　

歳
）

２０

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選

手
権
ア
ル
ペ
ン
種
目
で
男
子
パ
ラ
レ

ル
大
回
転
７
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 
成 
田 　
 
大 
助 　

さ
ん

な
り
た 

だ
い
す
け

　
　
　

南
町
４
丁
目（　

歳
）

２８

　

第　

回
北
海
道
ス
キ
ー
選
手
権
大

６３

会
距
離
競
技
で
準
優
勝
し
、
第　

回
６３

ス
キ
ー
国
体
距
離
競
技
に
出
場
し
ま

し
た
。

 
栗 
原 　
 
慶 
祐 　

さ
ん

く
り
は
ら 

け
い
す
け

　
　
　

南
町
４
丁
目（　

歳
）

２７

　

第　

回
北
海
道
銃
剣
道
選
手
権
大

４８

会
個
人
戦
成
年
の
部
４
・
５
段
の
部

で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
第
４
特
科
群

　
　
　
　
　
（
１
部
） 
様

　
　
　
　
　
（
３
部
） 
様

　

第　

回
北
・
北
海
道
銃
剣
道
大
会

２８

団
体
戦
の
自
衛
官
１
部
及
び
３
部
で

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

上
富
良
野
中
学
校

　
　
　
　
　

野
球
部 
様

　

第　

回
春
季
中
北
部
北
海
道
中
学

３４

校
野
球
大
会
・
第　

回
秋
季
中
北
部

３０

北
海
道
中
学
校
野
球
大
会
で
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

 
松 
田 　
 
達 
雄 　

さ
ん

ま
つ
だ 

た
つ
お

　
　
　

丘
町
１
丁
目（　

歳
）

７０

　

永
年
に
わ
た
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
の
審
判
員
及
び
理
事
・
審
判
部

長
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の

運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
小 
川 　
 
吉 
明 　

さ
ん

お
が
わ 

よ
し
あ
き

　
　
　

東
町
４
丁
目（　

歳
）

６０

　

永
年
に
わ
た
り
、
銃
剣
道
連
盟
の

常
任
理
事
・
指
導
者
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
、
文
化
活
動

や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
団
体
・
個
人
を
表
彰
し

ま
し
た
。 教

育
委
員
会
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰

１名

２名
２団体

７名
４団体

２名

上
富
良
野
中
学
校

　
　
　
　
　

陸
上
部 
様

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
駅
伝
競
走

26

大
会
で
３
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
審
判
員
及

び
事
務
局
長
と
し
て
、
各
大
会
の
運

営
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
山
岳

会
理
事
及
び
十
勝
岳
山
岳
救
助
警
備

隊
副
隊
長
と
し
て
、
山
岳
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
る

な
ど
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
と
振

興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 
米 
陀 　

政 
則

     

　

さ
ん

よ
ね
だ 

ま
さ
の
り

　
　
　

富
町
２
丁
目（　

歳
）

６１

 
松 
浦 　

友 
香

ま
つ
う
ら

     

　

さ
ん

ゆ
か

　
　
　

大
町
１
丁
目（　

歳
）

１７

　

第　

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

３２

祭
で
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

広報かみふらの ２００８.１１ �



仕
方
な
ど
、
看
護
師
が

助
言
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。

　

専
門
的
な
知
識
が
必

要
な
と
き
は
、
小
児
科
医
が
対
応
し
ま
す
。

相
談
時
間　

月
〜
土
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始

　

を
除
く
）  　

時
〜　

時

１９

２３

相
談
番
号　

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル　

♯
８
０
０
０

　

ま
た
は�
０
１
１
‐
２
３
２
‐
１
５
９
９

救 
急 
患 
者

��� 町の救急医療のしくみ ���

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ののののののののののののののののののののののののののののののののの救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制ががががががががががががががががががががががががががががががががが富良野圏域の救急医療体制が
救急医療体制を住民の総意で守りましょう救急医療体制を住民の総意で守りましょう
町民の皆さんが急病などで診療時間外に医療を受けるときは、主に町立町民の皆さんが急病などで診療時間外に医療を受けるときは、主に町立
病院が初期救急病院として、２次救急医療については、地域センター病病院が初期救急病院として、２次救急医療については、地域センター病
院である富良野協会病院が担っています。院である富良野協会病院が担っています。（下図参照）（下図参照）
富良野協会病院には、休日・祝日・夜間などの時間外に富良野協会病院には、休日・祝日・夜間などの時間外に年間約年間約７,２００７,２００名の名の
方が方が受診されています。受診されています。
手軽に時間外の医療を受けられるようになりましたが、一方ではさまざ手軽に時間外の医療を受けられるようになりましたが、一方ではさまざ
まな課題が生じています。まな課題が生じています。

　

入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
の
救
急
医

療（
２
次
救
急
医
療
）を
担
当
す
る
富
良
野
協

会
病
院
の
休
日
・
祝
日
・
夜
間
の
受
診
者
は
、

日
平
均　

名
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
約

４０

８
割
の
方
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
軽
症
者
で

あ
り
、
休
日
・
祝
日
・
夜
間
に
受
診
さ
れ
る

こ
と
で
、
入
院
や
手
術
を
必
要
と
す
る
重
症

患
者
の
診
察
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
は
、　

日
、　

時
間
体
制
で
診
療
に

３６５

２４

あ
た
る
た
め
、
入
院
患
者
の
診
療
を
含
め
て

仮
眠
も
取
れ
な
い
状
況
が
続
き
、
過
重
労
働

と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
救
急
を
返

上
す
る
大
病
院
が
増
加
し
、
富
良
野
圏
域
も

同
様
に
救
急
医
療
体
制
が
危
機
状
態
に
あ
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
医
師
確
保
は
、
地
方
で
は
特
に
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
救
急
医
療
を
継

続
し
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
で
あ
る
富
良
野

協
会
病
院
の
現
在
の
体
制
を
最
低
限
確
保
す

る
た
め
に
は
、
医
師
の
負
担
を
少
し
で
も
和

ら
げ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
適
正
な
救
急
受
診

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

富
良
野
地
域
医
療
対
策
協
議
会
救
急
対
策

委
員
会
で
は
、
小
冊
子
『
ふ
ら
の
こ
ど
も
の

救
急
』
を
作
成
中
で
す
。

　

配
布
方
法
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

急
に
子
ど
も
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き

や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
す
ぐ
に
受
診
が
必

要
か
ど
う
か
、
家
庭
で
で
き
る
応
急
手
当
の

�
日
ご
ろ
か
ら
、
症
状
が
あ
る
と
き
は
早
め

　

の
受
診
を
心
が
け
る
。

�
な
る
べ
く
通
常
の
時
間
内
に
「
か
か
り
つ

　

け
医
」
に
診
て
も
ら
う
。

�
「
救
急
が
必
要
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」

　

「
ど
う
し
て
も
不
安
だ
」
と
い
う
場
合
は

　

ま
ず
電
話
で
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
救
急

　

病
院
に
相
談
す
る
。

�
日
ご
ろ
か
ら
、
救
急
が
必
要
か
ど
う
か
判

　

断
す
る
た
め
の
資
料
を
準
備
す
る
。

地
域
の
救
急
医
療
を
守
ろ
う

北
海
道
小
児
救
急
電
話
相
談
を

活
用
く
だ
さ
い

１１

『
ふ
ら
の
こ
ど
も
の
救
急
』作
成
中

２２

危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態機状態

適
正
な
救
急
受
診
の
た
め
に
は

子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
は

� 転送
（さらに重症のとき）

�転送（重症のとき）

初期救急医療機関

入院を必要としない軽症救急患者
�平日・土日　�　町立病院
�平日　�　医師会当番医
�土日　�　富良野協会病院

２次救急医療機関

入院治療を必要とする患者
�富良野協会病院・町立病院

３次救急医療機関

重篤で高度医療を必要とする患者
�富良野協会病院
�旭川の病院

�  広報かみふらの ２００８.１１

軽
症
救
急
患
者

軽
症
救
急
患
者

重
症
救
急
患
者

重
症
救
急
患
者

問合せ問合せ 保健福祉課健康推進班　保健福祉課健康推進班 ����６９８７６９８７ 町立病院　町立病院 ����３１７１３１７１

富良野圏域の救急医療体制を守るため
地域全体で協力して取り組みましょう
　　富良野医師会・富良野協会病院
　　沿線各市町村
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現
在
８
組
の
親
子
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
少
人
数

で
活
動
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
は
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま

す
。（
代
表 
菅
原
知
佳
さ
ん
）

【
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
☆
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
】 

【
ス
マ
イ
ル
】

　

私
た
ち
「
フ
ラ
ワ
ー
ス
マ
イ
ル
」
は
１
〜

４
歳
の
男
の
子
５
人
、
女
の
子
3
人
計
8
組

の
親
子
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
遊
ぶ
姿
を
見
な
が

ら
、
お
母
さ
ん
た
ち
も

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
ス

ト
レ
ス
解
消（
？
）し
て

い
ま
す
！　

ま
ず
は
、

気
軽
に
見
学
に
来
て
み

て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

子
ど
も
の
成
長
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！（
代

表 
苅
田
聖
美
さ
ん
）

【
マ
ミ
ィ
】 

　

現
在　

組　

人
の
親
子
で
活
動
し
て
い
ま

12

19

す
。
来
年
就
園
を
迎
え

る
子
ど
も
た
ち
が
い
る

の
で
、人
数
を
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
に
関
係
な
く
一
緒

に
お
話
し
ま
せ
ん
か
？

水
曜
日
、
公
民
館
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。（
代
表 

牛
島
由
樹
さ
ん
）

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
ててててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

ににににににににににににににににににににに
こここここここここここここここここここここ
ににににににににににににににににににににに
こここここここここここここここここここここ

に 
こ 
に 
こ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
�
�
６
５
０
１

　

現
在
９
組
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
サ
ー
ク
ル
で
ノ

ロ
ッ
コ
号
に
乗
っ
て

中
富
良
野
の
公
園
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

色
ん
な
こ
と
を
企
画
、

実
行
し
、み
ん
な
と
っ

て
も
仲
よ
し
な
サ
ー
ク
ル
で
す
。（
代
表 
内

田
利
枝
さ
ん
）

【
ど
さ
ん
こ
ベ
ビ
ー
】

【
ポ
パ
イ
】 

　

人
）で
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

10

の
自
主
性
に
ま
か
せ
、

の
び
の
び
と
遊
ん
で

い
ま
す
。
来
年
入
園

す
る
子
ど
も
が
多
い

の
で
１
歳
＆
０
歳
児

の
親
子
を
募
集
中
で

す
。
気
軽
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。（
代

表 
中
村
由
香
さ
ん
）

育
児
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す

育
児
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す

【
問
合
せ
】 

　

現
在
６
組
の
親
子（
０
〜
４
歳
の
子
ど
も

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
へ

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
へ

『『
自
分
だ
け
が
う
ま
く
子
育
て
で
き
て
い
な
い

自
分
だ
け
が
う
ま
く
子
育
て
で
き
て
い
な
い
』
『
』
『
助
け
て
く
れ
る
人
が
い

助
け
て
く
れ
る
人
が
い

な
い
な
い
』
『
』
『
こ
の
子
が
い
な
か
っ
た
ら

こ
の
子
が
い
な
か
っ
た
ら
』』
な
ど
と
思
い
、
自
分
を
追
い
つ
め
て

な
ど
と
思
い
、
自
分
を
追
い
つ
め
て

い
た
ら
…
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
が
変
わ
っ
て
昔
の
育
児
方

い
た
ら
…
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
が
変
わ
っ
て
昔
の
育
児
方

法
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
現
代
の
子
育
て
は
本
当
に
大
変
な
の
で

法
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
現
代
の
子
育
て
は
本
当
に
大
変
な
の
で

す
。
出
産
や
子
育
て
の
こ
と
は
保
健
福
祉
課
ま
た
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

す
。
出
産
や
子
育
て
の
こ
と
は
保
健
福
祉
課
ま
た
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
で
見
守
る
「
あ
な
た
」
へ

地
域
で
見
守
る
「
あ
な
た
」
へ

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が
い
ま
し
た

　

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が
い
ま
し
た

ら
、
遠
慮
な
く
保
健
福
祉
課
ま
た
は
児
童
相
談
所
に
連
絡

ら
、
遠
慮
な
く
保
健
福
祉
課
ま
た
は
児
童
相
談
所
に
連
絡（（
通
告
通
告
））し
て
く
だ

し
て
く
だ

さ
い
。
通
告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
。
医
師
や
公
務
員
の「
守
秘

さ
い
。
通
告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
。
医
師
や
公
務
員
の「
守
秘

義
務
」
違
反
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
秘
密

義
務
」
違
反
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

は
守
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

問
合
せ　

保
健
福
祉
課

　

保
健
福
祉
課　
��
��
６
９
８
７

６
９
８
７

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
��
��
６
５
０
１

６
５
０
１

児
童
相
談
所

　

児
童
相
談
所　
��
０
１
６
６

０
１
６
６��
８
１
９
５

８
１
９
５

言葉にできない子どもの悲鳴を、見ない、聞かない、も虐待です。

上
富
良
野
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

上
富
良
野
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
っ
て
い
ま
す
。

作
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
っ
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　

上
富
良
野
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

上
富
良
野
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

　

児
童
相
談
所
、
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
警
察
、
医
療
機
関
、
消
防

児
童
相
談
所
、
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
警
察
、
医
療
機
関
、
消
防

署
、
民
生
児
童
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
保
護
司
会
、
教
育
委
員
会
、
保
健

署
、
民
生
児
童
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
保
護
司
会
、
教
育
委
員
会
、
保
健

福
祉
課
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

福
祉
課
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

11 月は児童虐待防止推進月間です

オレンジリボン

オレンジリボン・キャンペーン
検索

助けての助けての

小さなサイン小さなサイン

受け止めて受け止めて
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富
良
野
地
方
交
通
安
全
指
導
員
連
絡

協
議
会
主
催
の
「
花
人
街
道
Ｓ
Ｓ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
町
内
の
国
道　

号
線
沿

２３７

い
で
開
催
さ
れ
、
通
行
車
両
へ
の
旗
波

作
戦
や
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
交
通
安
全
啓

発
タ
オ
ル
の
配
布
な
ど
で
、
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
秋
の
行
楽

や
農
作
物
な
ど
の
輸
送
繁
忙
期
に
お
け

る
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
富

良
野
沿
線
５
市
町
村
の
交
通
安
全
指
導

員
が
集
ま
り
、
平
成　

年
か
ら
実
施
さ

１０

れ
て
い
ま
す
。

　

夕
暮
れ
が
早
く
な
り
、
冬
に
向
か
っ

て
交
通
事
故
も
多
く
な
る
こ
の
時
期
、

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

１０／２５

花
人
街
道
Ｓ
Ｓ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン　
 
Ｓ
（
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
）

Ｓ
（
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
）

 

　
『
げ
ん
き
の
森
』を
丸
一
山
と
に
し
ま

ち
公
園
に
設
置
し
た
こ
と
に
よ
る
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
の
降
る
肌
寒
い
中
、

西
保
育
園
児
に
よ
り
サ
ク
ラ
や
ヤ
マ
モ

ミ
ジ
の
木　

本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

１５

　
『
げ
ん
き
の
森
』
は
、
北
海
道
が
行
う

「
も
り
の
学
校
推
進
事
業
」
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
あ
ふ
れ
る
森
の
中

で
、
遊
び
、
学
び
な
が
ら
「
生
き
る
力
」

を
育
て
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
植
樹
の
あ
と
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
、
色
と
り
ど
り
の
木
の
葉

を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
お
面

や
冠
を
作
り
、
身
近
な
自
然
と
触
れ
あ

い
ま
し
た
。

１０／９
『
げ
ん
き
の
森
』設
置

丸
一
山
・
に
し
ま
ち
公
園

　

子
ど
も
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

生
活
安
全
推
進
協
議
会
女
性
部
に
よ
る

交
通
安
全
紙
芝
居
が
わ
か
ば
愛
育
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
紙
芝
居
は
昨
年
か
ら

行
っ
て
お
り
、
今
回
で
２
回
目
で
す
。

　

紙
芝
居
は
「
ぼ
く
と
お
ね
え
ち
ゃ
ん

の
交
通
安
全
」
と
題
し
、
事
故
に
遭
わ

な
い
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け

た
ら
い
い
の
か
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い

内
容
で
、
子
ど
も
た
ち
は
紙
芝
居
の
中

の
問
い
か
け
に
元
気
に
返
事
を
し
な
が

ら
、
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

１０／９

わ
か
っ
た
か
な
？

交
通
安
全
紙
芝
居

10／24

福
祉
の
町
づ
く
り
を

第　

回
社
会
福
祉
大
会

２５

「
安
心
・
安
全
・
福
祉
の
町
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第　

回
上
富
良
野

２５

町
社
会
福
祉
大
会
が
か
み
ん
で
開
催
さ

れ
、
お
よ
そ　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

２６０

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
福
祉
に
功
労
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
の
表
彰
、
講
演
会

な
ど
の
ほ
か
、
福
祉
作
文
入
選
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
作
文
の
募
集
は
、
地
域
福
祉
に

つ
い
て
考
え
福
祉
の
意
識
を
深
め
る
目

的
で
今
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町

内
の
各
小
中
学
校
か
ら
応
募
の
あ
っ
た

　

作
品
の
う
ち
、
入
選
し
た　

作
品
に

２６１

１３

つ
い
て
は
、
表
彰
と
あ
わ
せ
て
朗
読
発

表
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
方
た
ち
は
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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次
の
と
お
り
、
平
成　

年
度
交
通

２０

事
故
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

　
　

月　

日（
水
）　　

時
〜　

時

１２

１０

13

16

場
所

　

富
良
野
市
役
所

問
合
せ　

上
川
支
庁
地
域
振
興
部
環

　

境
生
活
課

　
�
0
1
6
6�
5
9
2
3

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は
社
会

保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
申
告
す
る
場
合
は
、
１
月
か
ら

　

月
ま
で
の
間
に
納
付
し
た
国
民
年

１２金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
控
除
証

明
書
や
領
収
書
の
添
付
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
中
に
国
民
年
金
保
険
料

２０

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
『
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
』（
ハ
ガ
キ
）が
、
社
会
保
険
庁
か

ら　

月
ま
た
は
翌
年
２
月
上
旬
に
送

１１
付
さ
れ
ま
す
。

�
　

月
に
送
付
さ
れ
る
方

１１

　

平
成　

年
１
月
１
日
〜
平
成　

年

２０

２０

９
月　

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

３０

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
。（
証
明
内
容

は
、
今
年
納
付
済
額
と　

月
以
降
年

１０

内
納
付
見
込
み
額
で
す
。）

�
翌
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
方

　

平
成　

年　

月
１
日
〜
平
成　

年

２０

１０

２０

　

月　

日
ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て

１２

３１

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
。

　
　

月
に
送
付
さ
れ
た
場
合
は
、
翌

１１

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

冬
期
間
の
踏
切
事
故
は
、
夏
期
間

の
約
３
倍
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
特

に　

月
か
ら
２
月
の
積
雪
・
寒
冷
期

１２
間
に
年
間
発
生
件
数
の
約
半
数
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

年
２
月
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

旧
年
度
分
も
含
め
て
、
年
内
に
納

付
さ
れ
た
も
の
は
今
年
度
の
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
合
算
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き

に
は
、
必
ず
社
会
保
険
料
控
除
証
明

書
や
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

　
�
０
１
６
６�
１
６
１
１

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
�
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

　

踏
切
事
故
防
止
運
動
推
進
協
議
会

が
主
体
と
な
り
、
冬
の
踏
切
事
故
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

冬
期
間
の
踏
切
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

期
間　
　

月　

日（
水
）〜　

日（
金
）

１１

１２

２１

注
意
点

�
踏
切
に
近
づ
い
た
ら
路
面
状
況
に

　

応
じ
、
確
実
に
一
旦
停
止
で
き
る

　

ス
ピ
ー
ド
に
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

�
も
し
踏
切
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

　

ら
遮
断
ポ
ー
ル
を
自
動
車
等
で
押

国
民
年
金

冬
の
交
通
安
全
運
動

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

冬
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま

す
。

実
施
期
間

　
　

月　

日（
水
）〜　

日（
金
）

１１

１２

２１

運
動
の
重
点

�
夕
暮
れ
時
の
歩
行
者
と
自
転
車
乗

　

用
中
の
交
通
事
故
防
止

�
路
面
状
況
に
応
じ
た
ス
ピ
ー
ド
ダ

　

ウ
ン
と
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

�
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

　

着
用
の
徹
底

�
飲
酒
運
転
の
根
絶

シ
ル
バ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ア
ッ
プ

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

シ
ル
バ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ア
ッ
プ

特
別
運
動（
高
齢
歩
行
者
等
交
通
事

故
防
止
対
策
）と
し
て
、関
係
機
関
団

体
と
連
携
協
力
し
、
高
齢
運
転
者
、

高
齢
自
転
車
利
用
者
、
高
齢
歩
行
者

交
通
安
全

問
合
せ

　

富
良
野
警
察
署　
�
�
０
１
１
０

に
対
す
る
各
種
事
故
防
止
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

夜
行
反
射
材
の
着
用
な
ど
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

　
　

月　

日（
日
）ま
で

１１

３０

問
合
せ

　

富
良
野
警
察
署　
�
�
０
１
１
０

交
通
事
故
巡
回
相
談

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

　
　
�
�
6
9
8
5

無
料
相
談

　

し
出
し
て
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ポ
ー
ル
は
斜
め
に
上
が
り
ま
す
。

�
も
し
踏
切
の
中
で
立
ち
往
生
し
た

　

ら
、
あ
わ
て
ず
に
ま
ず
列
車
を
止

　

め
て
く
だ
さ
い
。

☆
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
と
き
は
、
警

　

報
機
が
鳴
っ
て
い
な
く
て
も
す
ぐ

　

に
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
と
き
は
、
自

　

動
車
に
備
え
付
け
の
発
炎
筒
や
赤

　

旗
な
ど
で
列
車
に
合
図
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

問
合
せ　

北
海
道
運
輸
局
鉄
道
部
安

　

全
指
導
課

　
�
０
１
１
‐
２
９
０
‐
２
７
３
２

　

富
良
野
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま

無
料
調
停
相
談
会

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

　
　
�
�
6
9
8
７

す
。

　

日
頃
の
金
銭
の
貸
借
関
係
、
損
害

賠
償
問
題
、
夫
婦
や
親
族
の
色
々
な

ト
ラ
ブ
ル
、
日
常
生
活
で
の
紛
糾
解
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高
齢
者
事
業
団
事
務
所

保
健
福
祉
課 
子
育
て
支
援
班

　
　
�
�
6
9
8
7

移
転
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
に

伴
い
、
高
齢
者
事
業
団
の
事
務
所
が

次
の
場
所
に
移
転
し
て
い
ま
す
。

移
転
場
所

　

大
町
３
丁
目
２
番　

号
３８

　

※
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
裏
で
す
。

期
間

裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る
ま
で

旭
川
地
方
裁
判
所

　
　
�
0
1
6
6�
6
2
2
5

さ
れ
た
人
）の
中
か
ら
、
く
じ
に
よ

り
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。
広
く
国

民
の
参
加
を
得
て
、
そ
の
良
識
を
裁

判
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
裁
判
員
制

度
の
趣
旨
か
ら
、
裁
判
員
に
な
る
こ

と
は
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
法
律
や
政
令
で
辞
退
を
申
し
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
を
定
め
て

い
ま
す
。
辞
退
の
申
立
て
に
対
す
る

判
断
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
ご
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
前

倒
し
で
行
い
ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ

た
方
へ
は
、
調
査
票
・
名
簿
記
載
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。
こ
れ
に
同
封

さ
れ
て
い
る
調
査
票
や
選
任
手
続
期

日
の
お
知
ら
せ（
呼
出
状
）に
同
封
さ

れ
る
質
問
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の

方
の
ご
事
情
を
早
期
に
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
、
無
用
に
裁
判
所
に
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
を
避
け
る
た
め
の

も
の
で
す
。
ご
記
入
、
ご
返
送
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

�
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る
ま
で

�
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成（
平

　

成　

年　

月
下
旬
〜　

月
上
旬
）

２０

１０

１１

�
調
査
票
・
名
簿
記
載
通
知
書
を
送

　

付（
平
成　

年　

月
下
旬
〜　

月

２０

１１

１２

　

上
旬
）

　

平
成　

年
５
月　

日
裁
判
員
制
度

２１

２１

　

ス
タ
ー
ト

�
事
件
ご
と
に
名
簿
の
中
か
ら
く
じ

　

で
候
補
者
を
選
ぶ

裁
判
員
制
度

　

来
年
５
月　

日
か
ら
裁
判
員
制
度

２１

が
始
ま
り
ま
す
。

　

裁
判
員
は
、
選
挙
権
の
あ
る
人

（
衆
議
院
議
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録

雇
用
改
善
推
進
月
間

産
業
振
興
課 
商
工
観
光
班

　
　
�
�
6
9
8
3

　
「
信
頼
さ
れ
る
仕
事
は
安
心
で
き

る
職
場
か
ら
」

　

厚
生
労
働
省
は
、
建
設
労
働
者
の

雇
用
の
安
定
や
福
祉
の
向
上
な
ど
雇

用
改
善
に
つ
い
て
、
事
業
主
や
関
係

者
の
方
々
の
関
心
と
理
解
を
よ
り
一

層
高
め
る
た
め
、
毎
年　

月
を
「
建

１１

設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」
と
定
め
、

お
知
ら
せ

各
種
行
事
や
啓
発
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
雇
用
改
善

の
た
め
の
各
種
援
護
制
度
を
積
極
的

に
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川（
職
業
公
共

職
業
安
定
所
）

　
�
０
１
６
６�
０
１
７
６

町立
病院

子どもセンター

移転先�

�

＜移転場所地図＞

日
本
政
策
金
融
公
庫

日
本
政
策
金
融
公
庫
旭
川
支
店

　
　
�
0
1
6
6�
5
2
4
1

年
末
資
金
の
ご
案
内

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
年
末

事
業
資
金
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ

る
方
へ
の
ご
融
資
の
相
談
も
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

【
融
資
条
件
】

融
資
限
度
額　

４
千　

万
円

８００

資
金
の
使
い
み
ち

　

事
業
資
金（
運
転
資
金
・
設
備
資

金
）

利
率

　

基
準
利
率
年
２
・　

％（
平
成　

年

４５

２０

　

月
１
日
現
在
）

１０※
返
済
期
間
に
よ
っ
て
異
な
る
利
率

　

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

返
済
期
間

　

運
転
資
金
５
年
以
内

　

設
備
資
金　

年
以
内

１０

問
合
せ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
旭
川
支
店
国

　

民
生
活
事
業
融
資
相
談
係　

　

旭
川
市
４
条
通
９
丁
目　

　
�
０
１
６
６�
５
２
４
１

　

平
成　

年
２
月
末
ま
で（
予
定
）

２１

問
合
せ

　

上
富
良
野
町
高
齢
者
事
業
団

　
�
�
５
１
３
４

＜ 裁 判 所 内 部 ＞

�
選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ（
呼

　

出
状
）を
送
付（
原
則
裁
判
の
６
週

　

間
前
ま
で
）

�
選
任
手
続

�
６
人
の
裁
判
員
を
選
任

問
合
せ　

旭
川
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課
庶
務
係

　
�
０
１
６
６�
６
２
２
５

in
fo
rm
a
tio
n

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

募
集
し
ま
す

税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

町
民
生
活
課 
税
務
班

　
　
�
�
6
9
8
9

　

北
海
道
で
は
、
次
代
を
担
う
中
学

生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
税
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
限

　

平
成　

年
１
月　

日（
金
）

２１

２３

送
付
先　

各
中
学
校
を
通
じ
上
川
支

　

庁
課
税
課
ま
で

使
用
画
材
・
用
紙

　

画
用
紙
八
つ
切
り
、
水
彩
絵
の
具

ま
た
は
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー

そ
の
他

　

入
賞
作
品
は
道
税
ポ
ス
タ
ー
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
使
用
す
る
な
ど
道

税
の
広
報
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　

上
川
支
庁
地
域
振
興
部
課
税
課

　
�
０
１
６
６�
５
９
２
６



　先月号の渡部さんからめぐって、朝倉さんに
お逢いしました。
『渡部さんとは中学・高校の同級生です。卒業
後は、お互いに忙しく、なかなか会う機会がな
いですね。今、一番楽しいのは、職場の同僚と
釣りをすることで、岩内・小樽・網走・広尾な
どあちこちに行っています。釣った魚は自分で
さばいて、料理もします。妻と二人分で十分な
ので、さばいた魚はほとんどをおすそ分け。今
年は鮭を４匹釣りましたが、イクラが入ってい
て嬉しかったですね。休みの日は、のんびり過
ごすことが多いです。家事を手伝うのが苦では
ないので、掃除以外なら手伝ったりもします。
今年から日曜大工を始めようと思って、道具は
揃えたのですが、実はまだ箱に入ったままに
なっていて…。もうそろそろ始めますよ。』

 朝 倉   
あさくら

 克 己   さん
か つ み

昭和５１年生まれ
宮町１丁目
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののみんなの
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

メンバーを募集しています！

『元気はつらつ塾』
　６５歳以上の方が集まり、健康維持のため、それぞれ
のペースで無理なくストレッチや筋力トレーニングを
行っています。
　笑顔にあふれ、コミュニケーションの場にもなって
います。皆さんも一緒に楽しく運動しませんか？

と　き　毎週木曜日　13時30分～１５時
場　所　保健福祉総合センターかみん　多目的ホール
年会費　1,000円（会場使用料等）

６５歳以上の方６５歳以上の方

代表の山中勝雄
です。
一緒に運動して
みませんか？

申込み・問合せ
山中（��４７４７）

左の写真は、ストレッチ
を行っている様子です。
現在、メンバー３０名で
活動しています。

食べる・作る楽しさを学ぼう食べる・作る楽しさを学ぼう

問合せ　保健福祉課　��６９８７

育育 実実食食 践践のの

事は、単に空腹を満たし栄養を摂るためのものではな

く、正しい食習慣を身につけることによって、豊かな心を

はぐくみ、健康な体を育てるための要素であり、精神面へ

の影響も大きく、知育・徳育・体育の基礎となると同時に

人間形成の基本といえます。そして、地元で生産される

農畜産物に理解を深めることも食育の一環と考えられます。
　取り組みのひとつとして、これまでに親子料理教室を行っており、食事を作る楽しさ、食べる楽しさを学ぶ

良い機会となっています。

上上富富良良野野町町
食食育育推推進進計計画画

食 育

富良野産豚肉の消費促進と食育の推進を目的に、町と上富良

野町地産地消推進協議会とが共催した親子料理教室では、町内居

住の８組１７人の小学生の親子が参加し、豚肉を使ったアイデア料

理の実習をしました。取り組んだ料理は、地元産のほうれん草な

どの野菜を芯にした太巻き寿司に、豚肉を巻いて焼いた｢豚肉ロー

ル寿司｣。もう一品は、豚肉を味付けして、ゼラチンで固めたもの

を具にし、押し寿司にした｢豚肉のかわり寿司｣の２品を作りまし

た。

食

上

＜６月１５日 親子料理教室の様子＞＜６月１５日　親子料理教室の様子＞



町へ
◎西春子さんから、町に役立ててくださ
　いと３万円を

◎信岡ミサ子さんから、ラベンダーの里
　かみふらの応援基金へ２万円を

◎小島盛作さんから、ラベンダーの里か
　みふらの応援基金へ５万円を

ラベンダーハイツへ
◎上富良野中央婦人会から、タオル１７６枚
　を

◎村上幸保さんから、入所者用として、キ
　ャベツ１００�、白菜１５０�を

◎森進市さんから、母・清子さんの死去に
　際して、普通型車椅子２台を

社会福祉協議会へ
◎株式会社上富農産から、ふれあい広場
　に使用してくださいと、小豆７�を

◎たられば会から、福祉に役立ててくだ
　さいと、２万２千円を

◎サッポロビールホップ会から、福祉に
　役立ててくださいと、２万円を

◎橋本尚幸さんから、父・公也さんの死去
　に際して、５万円を

◎信岡ミサ子さんから、夫・茂之さんの死
　去に際して、２万円を

◎松下力さんから、義父・吉田倉松さんの
　死去に際して、５万円を

広報かみふらの ２００８.１１  �

１０月号１１ページ表の記載で、誤表記があり
ましたので、訂正してお詫びします。

誤正
―

（１０.５％黒字）
―

（１.２％黒字）公共下水道事業

資金不足比率

―
（１.２％黒字）

―
（１０.５％黒字）簡易水道事業

―
（２０３.１％黒字）

―
（５.８％黒字）病院事業

―
（５.８％黒字）

―
（２０３.１％黒字）水道事業

１０月号わが家のアイドルで、誤表記があり
ましたので、訂正してお詫びします。
　　　　　　　　　　正　　　　　誤
　稲村尚哉くん　０歳１１か月　２歳１１か月
　　　悠希くん　２歳４か月　４歳２か月

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

�「旭川地方気象台１２０歳」

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」のののののののののののののののののののの設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置「住宅用火災警報器」の設置
成１６年６月に消防法が改正され、住宅火災による被害を低減する

ため、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられまし

た。既存の住宅には、平成２３年５月３１日までに、住宅用火災警報器を

設置してください。設置場所は、全ての寝室で、２階に寝室がある場

合は、階段の上部にも設置が必要です。

住宅用火災警報器の種類

　煙に反応する「煙式」と熱に反応する「熱

式」があります。

※寝室、階段には原則的に「煙式」の火災

　警報器を設置してください。

※購入の際は「ＮＳマーク」がついているものをお勧めします。

悪質な訪問販売

　住宅用火災警報器の設置義務化を契機として購入を強引に勧める、

高額な値段での販売を行う等の訪問販売業者に注意してください。

ホームページ

　http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp/hp/13shobo/top.html

「上川南部消防北署ＨＰ」から「住宅用火災警報器」をご覧ください。

問合せ　消防署予防係　��２１１９

た、１２０年間１日も休むことなく気象や地

震・火山の現象を記録し続けてきました。その

中には、全国一位である－４１℃ の最低気温の記

録もあります。しかし、近年は地球温暖化の影

響もあってか、－３０℃ 以下の極端な低温は観測

されなくなりました。

川地方気象台は、創立１２０周年を記念して、地球温暖化をテーマと

した「環境防災シンポジウム」を次のとおり開催します。

　日　時　１１月２４日(月・休日) 13時～17時

　場　所　旭川市大雪クリスタルホール（旭川市神楽３条７丁目）

　入場料　無料

　※入場には予約が必要です。

　※予約が定員に満たなかった場合は、当日予約がなくても入場でき

　　ます。

　申込み・問合せ　旭川地方気象台総務課　�0166�7101

川地方気象台は、１８８８（明治２１）年７月１日に上川二等測候所とし

て北海道によって創設されました。全国で２７番目、道内では函館、札

幌、根室、寿都に次いで５番目の歴史をもっており、本年で１２０年を迎

えました。この間に幾多の災害や十勝岳の噴火を経験し、その都度、防

災気象情報や火山情報等を発表して、被害の軽減、防止に努めてきまし

た。

旭

ま

旭

平
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■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記

■昔は本を読み出すと、最後まで一
気に読まないと気が済まなかったの
ですが、この頃は少しづつ楽しむよ
うになりました。バッグに入れて持
ち歩き、時々取り出して、１か月近
くかけて読むことも。なので、今年
は２０冊も読んでいない…。皆さんは
今年何冊本を読みましたか？（床鍋）

■いよいよ本格的な冬がやってきま
す。鍋などがおいしい季節です。従
兄弟からもらった土鍋を使って、楽
しく、おいしく、寒い冬を乗り越え
たいと思います。その前に携帯コン
ロを買わなければ…。風邪をひかな
いように健康に気をつけて越冬した
いものですね。（座間）

●人のうごき●
平成２０年１０月３１日現在

(　)は前月比

(－２０)12,２０９人人口
(－９)６,１７２人男
(－１１)６,０３７人女
(－１４)5,３６３世帯世帯

１０月１６日　上中吹奏楽部表敬あいさつ

わ
か
ば
愛
育
園

『モビール』

　赤いリンゴを丁寧に折り、毛
糸を付けて枝につるすと、出来
上がったモビールを見て、とっ
ても喜んでいました。（大杉先
生）

  川 向        
かわむかい

 真  恋
ま

    ちゃん
こ

（平成１４年生まれ・東５線北２０号）

　折り紙で青りんごを折り、自
分で拾った枝を使ってモビー
ルを作りました。モールで枝
と枝を結ぶのに苦労していま
したが、上手につなげることが
出来ました。（大杉先生）

齋 藤        貴 仁
さいとう

      くん
たかひと

（平成１４年生まれ・丘町４丁目）

『モビール』

　美有はお姉ちゃんとおママごとを
したり、家族でピクニックに行った
りするのが大好き。美緒は、アンパ
ンマンのテレビが好き。２人とも思
いやりのある子に育ってネ�

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

　敦哉はブロックでロボットを作る
のが大好き。宋但は図鑑を見るのが
大好き。２人で仲良く鬼ごっこをし
たりしています。素直にまっすぐ
育ってネ�

和観さん・佳代さんの子（緑町1丁目）

秀和さん・多摩美さんの子（宮町1丁目）

相 沢        
あいざわ

 美  有
み
   ちゃん ・
う

 美  緒
み
   ちゃん

お

（4歳10か月・0歳6か月）

 多 口    宗 但     く
ん ・ 敦  哉

た ぐ ち  しゅうた
     く

ん

あ つ や

（3歳7か月・6歳1か月）
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上富良野町図書館

ふふれれんんどど通通信信
開館　9時30分～18時（月曜日・祝日は休館）　問合せ　��3158

12月1日～1月31日12月1日～1月31日

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー読書カレンダー

巡回読み聞かせ会（5施設）12/2～24

巡回移動図書（6施設）5～26

ブックスタート水24

読み聞かせ会土27

巡回読み聞かせ会（5施設）1/6～28

巡回移動図書（6施設）9～30

図書館映画会 10：30土10

ブックスタート水28

読み聞かせ会土31

～新刊書案内～

　１０月１１日（土）・１２日（日）に開催した図書
館まつりでは、読み聞かせ会や映画会、な
つかしの漫画展、しかけ絵本展示などさま
ざまな催しを行い、２日間で約３００人の方
が訪れました。
　読み聞かせ会「ムーミン」と旭川大学の学生ボランティアが行った

読み聞かせ会と工作作りには、約４０名
の子どもたちが参加し、楽しそうにお
話しを聞いたり、真剣な眼差しで工作
を作っていました。
　また、なつかしの漫画展では、子ど
もの頃よく読んでいた漫画を見て、多
くの方が懐かしんでいました。

図書館まつり開催！

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
『　

号
』

260

　
『
仲
間
と
の
遊
び
が
大
切
』

@
@
@
@
@

東
中
中
学
校
長　

北
原　

義
史

　

旭
山
動
物
園
や
テ
レ
ビ
で
、
サ
ル
や
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
の
母
親
が
赤
ん
坊
を
胸
に
抱
い
た
り
し

て
、
一
時
も
そ
ば
か
ら
離
れ
ず
に
育
て
て
い
る

光
景
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
る
時
期
に
な
る
と
、
母
親
は
わ
ざ

と
子
ど
も
を
地
面
に
置
き
去
り
に
し
て
自
立
を

促
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ハ
ー
ロ
ー
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
有
名
な
実
験
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ほ
乳
瓶
が
セ
ッ
ト
さ
れ
ミ
ル
ク
が

出
て
く
る
針
金
の
お
母
さ
ん
サ
ル
と
、
毛
布
で

で
き
た
暖
か
い
だ
け
の
お
母
さ
ん
サ
ル
を
使
っ

て
実
験
し
ま
し
た
。
何
度
実
験
し
て
も
、
異
な

る
サ
ル
を
使
っ
て
も
、
サ
ル
の
子
ど
も
は
毛
布

の
お
母
さ
ん
サ
ル
に
愛
着
を
示
し
た
と
い
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
愛（
愛
着
）の
形
成
に
は
、

食
べ
物
よ
り
も
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
大
事
だ
と
い

う
こ
と
が
実
験
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
実
験
に
使
わ
れ
た
サ
ル
た
ち
は
、

他
の
サ
ル
と
の
適
切
な
交
流
が
で
き
ず
ヒ
ス
テ

リ
ッ
ク
に
な
っ
た
り
、
暴
力
的
に
な
り
社
会
性

も
育
た
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
は
、
親
の
役
割
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、
仲
間
と

の
遊
び
が
非
常
に
大
切
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。

絵本の読み聞かせ講習会開催！
　１０月３日（金）旭川市のこども富貴堂の
福田・土井・松浦氏を講師に迎え、絵本の
読み聞かせ講習会を行い、１０名が参加し
ました。
　講習会では、絵本の歴史や読み聞かせ
の意義などの講義、また読み聞かせの際
のポイントについては実技を交えて指導
を受けるなど、読み聞かせの大切さについて再認識しました。その

後、参加者同士での絵本の紹介や情報交換を
行ったほか、講習会の最後には、子どもたち
に絵本を読み聞かせしました。
  参加者からは「絵本の紹介や情報交換など、
有意義な研修会になりました。」との声があり
ました。

ホームページ   http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp/hp/09kyosin/0920shakyo/furendo.htm

一 般 書　　一　般　書
・消失　第４巻　
・犯罪小説家
・華族婦人の忘れもの 新・御宿かわせみ２
・モダンタイムス
・聖女の救済
・黒の狩人 （上・下）
・十津川警部補　裏切りの街東京
・プラトニック
・おひとりさまの「法律」
・うちの三姉妹 ８

高杉　  良
雫井　脩介
平岩　弓枝
伊坂　幸太郎
東野　圭吾
大沢　在昌
西村　京太郎
十和
中澤　まゆみ
松本　ぷりっつ

児 童 書児　童　書

※その他の新刊情報は、図書館「ふれんど」　
　ホームページでご確認ください。

・№６ ♯７
・ルルとララのカスタード・プリン
・タッジーマッジーと三人の魔女
・しずくちゃんかわいいいきものずかん
・妖怪アパートの幽雅な日常９
・鈴とリンのひみつレシピ！　
・だめよ、デイビット！
・だからねずみくんのチョッキ
・おにぎりくんがね…
・大決戦！超ウルトラ８兄弟超全集

講談社
岩崎書店
ポプラ社
学研
講談社
あかね書房
評論社
ポプラ社
童心社
小学館
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生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

12月1日～１月31日12月1日～１月31日参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー
�社  … 社会教育総合センター　�西  … 西小学校チャレンジ天文台
�か  … 保健福祉総合センターかみん　　�公  … 公民館

����������������

����������������

��フロアカーリング交流大会��

●� 町民玉入れ大会 �●

　第２回わくわく合宿（通学合宿）が１０月１５日（水）～１８日（土）の３泊４日で行わ
れ、１７名の参加者が公民館で寝泊まりしました。わくわく合宿は、集団で共同生
活をしながら、衣・食・住といった日常生活の基本を自分自身で行い、社会性や
協調性を伸ばしはぐくむことを目的に行っています。
　今回は「食育」を学ぶため、栄養士の加藤文敬さんと三浦千春さんの両氏から
栄養素について学習し、調理の指導も受け「早寝」「早起き」「朝ごはん」の大切
さを学びました。３班に分かれて班ごとに目標を立て、役割分担を決めて、責任
をもって合宿生活をしました。時には、スタッフから靴の整理や風呂場のドア
の閉め忘れなどで怒られることもありましたが、楽し
く合宿生活を送ることができました。
　ウエルカムパーティーでは、部屋を飾り付け、自分
たちで作った料理とおにぎりで保護者を迎え、大変盛
り上がりました。
　合宿を終えて、各班の目標達成について話し合い、
閉校式で各リーダーから発表をしてもらいました。

◆池上友梨さん（東中小６年）スマイル班リーダー
　目標である「いつも笑顔」で合宿中すごせました。
◆小松大介さん（東中小６年）なかよし班リーダー
　みんなで協力して生活する目標を達成できました。
　特に料理が協力してできました。
◆藤森成美さん（東中小５年）エンジョイ班リーダー
　目標の「みんなで楽しむ。みんなで協力する。」を達
　成できました。料理を作るときはみんなで協力して
　できました。

�○ 道民カレッジ連携講座 ○�
　いしずえ大学の講話を一般開放
します。
日　時　１２月５日（金）
　　　　１０時３０分～１１時４５分
場　所　社会教育総合センター
講座名　食べていきいき心と体
講　師　栄養士　加藤文敬
受講料　無料

成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人式式式式式式式式式式ののののののののののごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内成人式のご案内
　昭和63年4月2日～平成元年4月1日生まれの方を対象に成人式
を行います。

日　時　平成21年1月11日（日）
　　　　　受付　12時45分
　　　　　式典・アトラクション・記念撮影
　　　　　　　　13時30分～１５時（予定）
会　場　保健福祉総合センター「かみん」
案　内　対象者には、１２月中旬までに、はがきでご案内します。
　　　　町外にお住まいの方で出席を希望される方は、１１月２８
　　　　日（金）までに申込みください。
申込み・問合せ　社会教育総合センター　��５５１１

上川地方青少年発明くふう作品展で入選 !! 全道展に
　上富良野町発明くふう展の入選作品６点を上川地方
青少年発明くふう作品展（旭川市博物科学館、１０月９日
～１３日展示）に出品した結果、佐藤賢勇さんの作品「けい
さんロボット」が見事入選し、全道展へ出展されました。

　◆作品展　上川地方青少年発明くふう作品展
　◆受　賞　旭川市教育委員会教育長賞
　◆作品名　「けいさんロボット」
　　　　　　佐藤賢勇さん（上小２年）

 第２回わくわく合宿で共同生活 !!
        買い物・食事・掃除など日常生活の基本を

�社 道民カレッジ公開講座 １０:３０金 １２/５
�西 天体観測会 １８:００金 ５
�公 ベンチャーキッズかみふっ子６～７
�社 フロアカーリング交流大会 ８:３０日日７
�社 町民玉入れ大会 ８:３０日日１４
�社 インドアゴルフ大会日日２１
�か 成人式 １２:４５日日１/１１
�社 住民会対抗ソフトミニバレーボール大会 ８:００ 日日２５

　屋内カーリンクで、いろんな人
と交流しませんか？
日　時　１２月７日（日）
　　　　受付８時３０分
場　所　社会教育総合センター　
参加料　１００円（保険代）
申込み・問合せ
　１２月２日（火）までに社会教育総
　合センターへ　��５５１１

　家族や友達と一緒に玉入れを楽
しみませんか？
日　時　１２月１４日（日）
　　　　受付８時３０分
場　所　社会教育総合センター
チーム　４部門（小学生・中学生・
　　　　女性・一般）、１チーム８
　　　　名以内（競技選手は６名）
参加料　１００円（保険代）
申込み・問合せ
　１２月８日（月）までに社会教育総
　合センターへ　��５５１１
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かみふらの生涯学習だより

　10月13日（月）体育指導委員会主催の『町民歩こう会』が行われ、参加者31名と体育指導委員が千望峠から社会教育
総合センターまで約18�を歩きました。
　千望峠を出発して、紅葉が始まった秋の景色を見ながら、江花地区の景勝地をめぐり、途中フラワーランド等で休憩
し、草分防災センターで昼食をとりました。主催者が用意した豚汁とそれぞれが持参した弁当を食べると、少し肌寒
かった体も温まり、午後は草分地区の水田地帯から日の出公園を通り、それまで歩いてきた西山地帯を一望しながら、
社会教育総合センターまでの道のりを約5時間かけて歩きました。
　参加された方には、普段あまり運動されない方もいましたが、それぞれ自分のペースで歩きながら、おしゃべりをし
たり景色を見るなど、楽しんでいました。　また「こんな場所があるなんて知らなかった。今度また歩いてみよう。」と
いう方や「来年もまた企画してくださいね。」という声もあり、歩くことへの関心の高さがうかがえました。
　今回の『町民歩こう会』は、体育指導委員事業として3年ぶりに行われ、18�という長距離にもかかわらず、天候に
も恵まれて全員が完歩することができました。今後は体育指導委員の事業として「町民玉入れ大会」と「雪合戦大会」
を行いますので、ぜひ参加ください。
　体育指導委員の市川倫子さんと、参加した和田信彦さんにお話を聞きました。

和田　信彦さん（写真左）
「歩くことは楽しいです。その日によって景色が違うように見えるのが歩くことの
魅力だと思います。今後もこのような事業があれば参加したいと思います。」　

体育指導委員　市川　倫子さん（写真右）
「体育指導委員として初めての活動でしたが、参加者が気持ちよく歩けるように、
車両の通行や参加者の体調など、様子をみながら歩きました。歩くペースがちょう
どよく、まとまって歩けたのが良かったです。
天気も良くて、外で食べたお弁当は格段においしかったです。」

晴天の秋空の下をのんびり散策晴天の秋空の下をのんびり散策




